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　植民地の朝鮮と台湾は、総督を中心とする施政における強大な力と本国からの一定の「自律
性（制限はあるが）」を有する権力によって統治され、本国とは異なる「法の支配」に属する
領土である。このような領土である朝鮮・台湾を代表的植民地として領有する戦前日本国家は、
植民地帝国日本或いは帝国日本と呼ばれる。本書は、この帝国日本の統治法をその中軸である
内地・朝鮮・台湾の地方制度を焦点とし、それをバックアップし、担保する軍事・治安・教育
法体制等、法・政策とそれらに対する人々の反応や抵抗にも論及しながら三者を比較し、帝国
日本の統治法の基本構造を明らかにしようとした研究である。

－本書「概要」より

内　容

日本の近代法史研究には、内地法と外地＝植民地法を
「帝国日本」の法として一体化して捉える視点が不可欠となる。

本書は、統治法の中軸というべき地方制度に焦点を当て、
内地・朝鮮・台湾の比較分析を通じて
帝国日本の統治構造の実相を明らかにした初めての書である。
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